
■
貸
付
対
象
者
　
大
学
、
短
期
大

　
学
、
専
修
学
校
の
在
学
者
で
、

　
他
の
育
英
資
金
を
受
け
て
い
な

　
い
者

■
募
集
期
間
　
４
月
10
日（
金
）

　
　
　
　
〜
５
月
11
日（
月
）ま
で

■
貸
付
金
額
　
月
額
５
万
円
以
内

■
申
込
に
必
要
な
書
類
等�

　
　
願
書
、
推
薦
調
書
、
在
学
証

　
明
書
、
成
績
証
明
書
、
住
民
票

　
謄
本（
本
人
・
保
護
者
）、
健
康

　
診
断
書
、
保
護
者
の
所
得
証
明

　
書
及
び
納
税
証
明
書

■
出
願
申
込（
問
い
合
わ
せ
）先

　
対
馬
市
教
育
委
員
会

　
　
南
地
区
教
育
事
務
所
ま
で

　
言
葉
は
交
流
の
キ
ー
ワ
ー
ド
。

友
達
の
輪
を
対
馬
か
ら
韓
国
ま
で

広
げ
よ
う
！

【
初
級
】�

■
対
象
者
　
文
字
が
読
め
、
簡
単

　
な
挨
拶
が
で
き
る
人

■
期
間
　
５
月
14
日（
木
）か
ら
10

　
月
８
日（
木
）（
夏
休
み
２
週
間
）

■
日
時
　
木
曜
日

　〈
朝
の
部
〉

　
　
午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分

　〈
夜
の
部
〉

　
　
午
後
７
時
30
分
か
ら
９
時

■
講
座
回
数
　
20
回

■
講
座
内
容
　
日
常
会
話
及
び
韓

　
国
文
化
体
験
（
韓
国
料
理
、
ド

　
ラ
マ
、
Ｋ
‐
Ｐ
Ｏ
Ｐ
）

■
料
金�

　
テ
キ
ス
ト
代
　
２
１
０
０
円

■
定
員
　
各
部
50
人

■
場
所
　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー

■
講
師
　
対
馬
市
国
際
交
流
員

　
　
　
　
　
ソ
ン
・
ス
ジ
ン
先
生

【
中
級
】

■
対
象
者
　
あ
る
程
度
日
常
会
話

　
が
で
き
る
人

■
期
間
　
５
月
13
日（
水
）か
ら
10

　
月
14
日（
水
）（
夏
休
み
２
週
間
）

■
日
時
　
水
曜
日

　
　
　
午
後
７
時
30
分
か
ら
９
時

■
講
座
回
数
　
20
回

■
講
座
内
容
　
日
常
会
話
及
び
韓

　
国
文
化
体
験

■
料
金�

　
テ
キ
ス
ト
代
２
０
０
０
円
程
度

■
定
員
　
30
人

■
講
師
　
対
馬
高
校
韓
国
語
教
師

　
　
　
キ
ム
・
ウ
ン
ジ
ョ
ン
先
生

【
共
通
事
項
】

■
申
込
期
限
　
４
月
30
日（
木
）

※
注
意
　
料
理
な
ど
は
実
費
負
担

　
が
あ
り
ま
す
。

　
初
級
と
中
級
、
両
方
を
受
講
す

　
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
人
事
院
及
び
各
府
省
で
は
、
国

家
公
務
員
中
途
採
用
者
選
考
試
験

（
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
試
験
）
を
実
施

し
ま
す
。

■
試
験
区
分�

　
　
行
政
事
務
、
税
務
、
機
械
、

　
土
木
、
林
業
、
皇
宮
護
衛
官
、

　
刑
務
官
、
入
国
警
備
官
（
申
込

　
み
で
き
る
試
験
区
分
は
１
つ
に

　
限
り
ま
す
）

■
受
験
資
格�

　
昭
和
44
年
４
月
２
日

　
〜
55
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

■
受
付
予
定
期
間�

　
６
月
23
日（
火
）〜
６
月
30
日（
火
）

■
１
次
選
考（
予
定
）�

　
９
月
６
日（
日
）

■
受
験
案
内
等
請
求
方
法�

　
　
返
信
用
封
筒
（
角
形
２
号
、

　
１
４
０
円
分
の
切
手
貼
付
、
あ

　
て
先
明
記
）
を
同
封
し
た
封
筒

　
に
、
「
中
途
採
用
請
求
」
と
朱

　
書
き
し
、
左
記
の
問
い
合
わ
せ

　
先
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
〒
８
１
２
‐
０
０
１
３

　
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東

　
　
　
　
　
　
　
　
２
‐
11
‐
１

　
人
事
院
九
州
事
務
局

　
　
　
　
　
　
第
二
課
試
験
係

　
☎
０
９
２（
４
３
１
）７
７
３
３

　
℻
０
９
２（
４
７
５
）０
５
６
５

　h
ttp

:/
/

w
w

w
.jin

ji.g
o

.jp
/
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ�

お
知
ら
せ�

対
馬
市
酒
井
豊
育
英
資
金

対
馬
市
酒
井
豊
育
英
資
金�

貸
付
基
金
奨
学
生

貸
付
基
金
奨
学
生�

対
馬
市
酒
井
豊
育
英
資
金�

貸
付
基
金
奨
学
生�

市
教
委
　
南
地
区
教
育
事
務
所�

☎
０
９
２
０（
５
２
）８
８
５
５�

韓
国
語
講
座

韓
国
語
講
座�

　
　
受
講
生
募
集

　
　
受
講
生
募
集�

韓
国
語
講
座�

　
　
受
講
生
募
集�

市
役
所
観
光
物
産
推
進
本
部�

☎
０
９
２
０（
５
３
）６
１
１
１�

国
家
公
務
員

国
家
公
務
員�

中
途
採
用
者
選
考
試
験

中
途
採
用
者
選
考
試
験�

国
家
公
務
員�

中
途
採
用
者
選
考
試
験�

人
事
院
九
州
事
務
局
第
二
課
試
験
係�

☎
０
９
２（
４
３
１
）７
７
３
３�

「
で
き
る
韓
国
語
・
初
級
Ⅰ
」
の

テ
キ
ス
ト
を
お
持
ち
の
方
は
無
料

あなたの地域づくりへの想い、あなたの地域づくりへの想い、応援します！応援します！あなたの地域づくりへの想い、あなたの地域づくりへの想い、応援します！応援します！あなたの地域づくりへの想い、応援します！
－平成21年度－

わがまち元気創出支援事業募集中！

●応募方法�
　申請書類に必要事項を記入のうえ、関係書類を添付
し、市民特認事業は４月20日（月）までに、認可事業
は６月12日（金）までに、市役所地域振興課もしくは
各地域活性化センター地域支援課に提出してください。�
　また、申請書類は市ホームページからダウンロード
できます。�

●公開審査会�

●問い合わせ…総務企画部地域振興課�
　　　　　　　☎0920（53）6111（内線：453）�

　市民特認事業については、申請者のプレゼンテーシ
ョンによる公開審査会が開催されます。�
　日程等については下記のとおりです。�

http://www.city.tsushima.nagasaki.jpHP

〈日時〉 平成21年４月29日（水）　午後１時～午後５時�
〈場所〉 対馬市交流センターもしくは峰地区公民館�
　※事業申請の状況により上記の会場を予定�

市民が主役のまちづくり事業  応募受付中！
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５月に入った本の紹介！�５月に入った本の紹介！� つしま図書館　☎0920（52）3900

『ファミリーポートレイト』�
桜庭一樹／著　　講談社�

あなたとは、この世の果
てまでいっしょよ。呪い
のように。親子、だもの。
ママの名前は、マコ。マ
コの娘はコマコ。「コマ
コ、逃げるわよ」という
ママの掛け声で、想像を
絶する数奇な運命と物語
が動き出す。

『猫を抱いて象と泳ぐ』�
小川洋子／著　　文芸春秋�

『男も女も五十を過ぎたら内臓勝負です！』�
綾小路きみまろ／著　　PHP研究所�

廃バスに住む巨漢のマス
ターに手ほどきを受け、
チェスの大海原に乗り出
した孤独な少年。彼の棋
譜は詩のように美しいが、
その姿を見た者はいない。
なぜなら…。天才チェス
プレイヤーの奇跡の物語。
『文學界』連載。

温暖化対策より奥さまの
燃費を改善することが先
決です！
ノーベル賞、アラフォー、
巣鴨、妻、カツラ…。
笑いで不況も吹き飛ばす、
きみまろワールドへよう
こそ！

『おそとがきえた！』�
角野栄子／著　　偕成社�

大きな町の小さな家に暮
らす、おばあさんと猫。
窓から見えるのは、灰色
の建物の壁ばかり。「す
てきなおそとがあったら
な」それがふたりの夢で
した。寒い冬の夜に見つ
けた、つつましやかな
ファンタジー。

『イーゲル号航海記　1・2巻』�
斉藤　洋／著　　偕成社�

潜水艇「イーゲル号」が
たどりついた異世界は、
一見、無人の砂漠だった
が…。ふぞろいな５人の
乗組員とイーゲル号の活
躍を描く、摩訶不思議な
海洋アドベンチャー。

５月の図書館カレンダー�

■の日は、図書館がお休みです。�

月� 火� 水� 木� 金� 土� 日�

1�

8�

15�

22�

29

2�

9�

16�

23�

30

�

3�

10�

17�

24�

31

�

4�

11�

18�

25

�

5�

12�

19�

26

�

6�

13�

20�

27

�

7�

14�

21�

28

　市では、対馬を想う市民の皆さんの生の声を市政の取り組みに反映させる
ため、毎月１回、「かたらんね市長室」を開催しています。�
　これまで以上に皆さんの意見に耳を傾け、より参加しやすい機会を確保す
るため、４月より下記のとおり広聴機会をリニューアルしました。�
　皆様の参加を心よりお待ちしております。�

問い合わせ先�地域再生推進本部　協働のまちづくり推進グループ（多田・一宮・西川）�
☎0920（53）6111　E-mail  t i ikisaisei@city-tsushima.jp

〈平成21年度の広聴機会の内容〉�

「広聴機会」をリニューアルしました！�

名　称�

開 催 月 �

申 請 者 �

開催場所�

内　　容�

対談時間�

「かたらんね市長室」

《 偶 数 月 に 実 施 》� 《 奇 数 月 に 実 施 》�

「どこでも参ります！出前市長室」

５月７日�

６月�

８月�

10月　�

12月　�

２月�

厳原地域�

美津島地域�

豊玉地域�

峰地域�

上県地域�

上対馬地域�

５月、７月、９月、11月、１月、３月�

対馬市内であれば地域の指定はございません。�

【計　６回開催】�

個人・団体のいずれでも可能です。�

本庁及び各地域活性化センター内の会議室�
にて開催します。�

まちづくり、観光振興、産業振興、子育て対策、生活環境の向上など元気な対馬づくりの�
ため、市政に反映させたいとお考えの提言・要望など。�

１組当たり30分といたします。�
※１回につき４組までといたします。�

１回当たり概ね１時間といたします。�

まちづくり団体・ＮＰＯ・学校などの団体�
でお願いします。�
※原則10名以上といたします。�

市役所（各地域活性化センター）、地域の�
集会施設など応募団体のご希望により決定�
いたします。�


